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第３施設大隊第３通信大隊

師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、

令
和
２
年
９
月
２
日
（
水
）
か
ら
８
日
（
火
）

ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀

県
）
及
び
青
野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫
県
）

に
お
い
て
、
第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

山
田
１
佐
）
、
第
３
施
設
大
隊
（
大

隊
長

菅
原
２
佐
）
及
び
第
３
通
信
大

隊
（
大
隊
長

片
山
２
佐
）
に
対
し
、

令
和
２
年
度
第
２
次
師
団
訓
練
検
閲
を

実
施
し
た
。

訓
練
開
始
式
に
お
い
て
、
検
閲
官
・

山
根
陸
将
は
、
「
状
況
の
特
質
を
踏
ま

え
、
各
種
戦
闘
力
を
組
織
化
し
て
与
え

ら
れ
た
役
割
を
果
た
せ
。
」
「
計
画
・

命
令
に
基
づ
い
て
行
動
し
、
所
望
の
時

期
に
、
所
望
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

せ
よ
。
」
及
び
「
安
全
管
理
を
徹
底
せ

よ
。
」
の
３
点
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

「
部
隊
長
を
核
心
と
し
て
本
検
閲
ま
で

に
積
み
上
げ
て
き
た
練
成
の
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
」
と
訓
示
し
た
。

１ ３ 師 団 だ よ り 第１３４号 ２０２０年（令和２年） ９月

検閲官 山根陸将

３

現地指導（連隊長:左）指揮所活動（大隊長：中央） 指揮所活動（大隊長：右）

第３７普通科連隊

第３７普通科連隊に対する訓示 検閲官による任務等の確認

第３通信大隊長 片山２佐 第３施設大隊長 菅原２佐 第３７普通科連隊長 山田１佐



防御準備間における有線通信網の構成
（第３通信大隊）

防御戦闘間における野外通信システム
アクセスノード運営（第３通信大隊）

防御準備間における演習師団司令部指
揮所掩体構築の概成（第３施設大隊）

防御準備間における信務所のＡＭ通信
（第３通信大隊）

防御準備間における０７式機動支援橋
による橋梁架設（第３施設大隊）

防御戦闘間における地雷原の閉塞
（第３施設大隊）

２ ３ 師 団 だ よ り 第１３４号 ２０２０年（令和２年） ９月

訓
練
検
閲
は
、
残
暑
厳
し
く
、
ま
た
、
台
風
に
よ
る
降

雨
と
泥
濘
の
悪
条
件
の
中
で
行
わ
れ
た
。

受
閲
に
当
た
り
、
第
37
普
通
科
連
隊
長
は
「
37
戦
闘
団

ら
し
く
戦
え
」
、
第
３
施
設
大
隊
長
は
「
誇
り
の
堅
持
」
、

第
３
通
信
大
隊
長
は
「
ユ
ー
ザ
ー
を
最
優
先
せ
よ
」
「
確

実
な
報
告
・
通
報
」
を
要
望
し
、
そ
れ
ぞ
れ
防
御
準
備
を

開
始
し
た
。

各
受
閲
部
隊
長
は
、
自
ら
現
場
指
導
を
行
い
、
指
揮
官

会
議
等
に
よ
り
、
企
図
の
徹
底
を
図
っ
た
。
ま
た
、
各
受

閲
部
隊
は
、
防
御
陣
地
の
構
築
、
通
信
網
の
構
成
等
を
行

い
、
着
実
に
防
御
準
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
果
敢
な

防
御
戦
闘
を
行
い
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
士
気
旺
盛
に
遂

行
し
て
、
５
夜
６
日
に
わ
た
る
検
閲
を
終
了
し
た
。

防御準備間における指揮官会議（連隊長：前列右から４人目）（第３７普通科連隊）

防御戦闘間における射撃（5.56mm機関銃）
（第３７普通科連隊）

防御戦闘間における歩哨の直接警戒
（第３７普通科連隊）

防御戦闘間における射撃（12.7mm重機関銃）
（第３７普通科連隊）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１３４号 ２０２０年（令和２年） ９月

第
３
特
科
隊
（
隊

長

髙
倉
１
佐
）
は
、

令
和
２
年
８
月
29

日

（
土
）
か
ら
９
月
２

日
（
水
）
ま
で
の
間
、

あ
い
ば
野
演
習
場

（
滋
賀
県
）
に
お
い

て
、
第
２
回
特
科
隊

訓
練
を
実
施
し
た
。

訓
練
は
、
陣
地
攻

撃
に
お
け
る
特
科
隊

の
戦
術
行
動
及
び
実

射
に
係
る
任
務
遂
行

能
力
向
上
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
、
特
に

特
科
中
隊
の
陣
地
偵

察
か
ら
占
領
、
射
撃

ま
で
の
一
連
の
動
作

を
演
練
し
て
、
所
望

の
成
果
を
収
め
、
５

日
間
に
亘
る
訓
練
を

終
了
し
た
。

１５５ｍｍ榴弾砲ＦＨ－７０による射撃

１５５ｍｍ榴弾弾着景況

第
７
普
通
科
連
隊

（
連
隊
長

小
野
田

１
佐
）
は
８
月
24

日

（
月
）
か
ら
、
第
36

普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

伊
藤
１
佐
）
は
９

月
15
日
（
火
）
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
部
隊
集
合

教
育
「
レ
ン
ジ
ャ

ー
」
を
開
始
し
た
。

本
教
育
は
、
陸
上
自

衛
隊
の
中
で
最
も
過
酷

な
教
育
の
一
つ
と
さ
れ

て
お
り
、
レ
ン
ジ
ャ
ー

隊
員
と
し
て
必
要
な
資

質
及
び
精
神
力
の
涵
養

を
図
る
と
と
も
に
、
技

能
を
修
得
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し

て
い
る
。
各
部
隊
の
レ

ン
ジ
ャ
ー
学
生
は
、
真

に
戦
え
る
レ
ン
ジ
ャ
ー

隊
員
に
な
る
た
め
、
約

３
ヶ
月
に
及
ぶ
体
力
・

気
力
の
限
界
へ
の
挑
戦

を
開
始
し
た
。

綱の登降（第３６普通科連隊）

持久走（第３６普通科連隊）

山岳登はん（第７普通科連隊）

９３式近距離地対空誘導弾による射撃

８１式短距離地対空誘導弾ミサイルの点検

第
３
高
射
特
科
大
隊

（
大
隊
長

西
田
２
佐
）

は
、
令
和
２
年
７
月
27

日
（
月
）
か
ら
８
月
18

日
（
火
）
ま
で
の
間
、

静
内
対
空
射
撃
場
（
北

海
道
）
に
お
い
て
、
令

和
２
年
度
師
団
等
対
空

実
射
訓
練
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
、
対
空
戦

闘
能
力
に
係
る
実
戦
的

な
練
度
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
た
。

当
初
、
東
千
歳
・
真

駒
内
及
び
静
内
駐
屯
地

に
お
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
訓
練
等
に
よ
る
事
前

訓
練
を
重
ね
、
静
内
対

空
射
撃
場
に
お
け
る
本

実
射
訓
練
に
臨
ん
だ
。

実
射
訓
練
で
は
「
一

撃
必
墜
」
の
精
神
を
も

っ
て
臨
み
、
見
事
「
優

秀
・
要
撃
成
功
」
の
評

価
を
獲
得
し
、
師
団
唯

一
の
対
空
戦
闘
専
任
部

隊
と
し
て
の
任
務
を
果

た
し
た
。

８１式短距離地対空誘導弾シミュレータ評価

射撃指揮所における指揮活動



４ ３ 師 団 だ よ り 第１３４号 ２０２０年（令和２年） ９月

第３施設大隊第３中隊

３等陸曹 吉田 貴紀

第３通信大隊本部管理中隊

陸士長 岸本 健汰

今
回
は
、
第
３
通
信
大
隊
本
部
管
理
中
隊
シ
ス

テ
ム
管
理
班
に
所
属
す
る
岸
本

健
汰
（
き
し
も

と

け
ん
た
）
士
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
入
隊
年
度
は
。

Ａ

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
出
身
、
平
成
31
年
度
入

隊
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

人
の
力
と
な
り
、
人
の
た
め
に
な
る
仕
事
が

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
の
区
隊
・
班
は
。

Ａ

第
１
１
０
教
育
大
隊
第
３
３
２
共
通
教
育
中

隊
第
４
区
隊
３
班
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

総
合
訓
練
で
班
の
皆
が
一
丸
と
な
っ
て
攻
撃

目
標
を
奪
取
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

毎
日
新
た
な
発
見
と
学
び
に
よ
り
、
自
分
の

成
長
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
で
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

覚
え
る
こ
と
が
多
い
の
が
一
番
大
変
で
す
。

Ｑ

尊
敬
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

シ
ス
テ
ム
管
理
班
の
先
輩
方
で
す
。
班
一
丸

と
な
り
、
仕
事
を
す
る
姿
に
憧
れ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

優
し
く
楽
し
い
先
輩
方
ば
か
り
で
、
と
て
も

充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

１
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
部
隊
の
力
に

な
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

家
族
、
親
戚
、
友
人
に
「
立
派
に
な
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
大
人
に
成
長
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
回
は
、
第
３
偵
察
隊
第
３
偵
察
小
隊
で
勤
務
す
る

前
川

卓
哉
（
ま
え
が
わ

た
く
や
）
３
曹
・
結
貴

（
ゆ
う
き
）
さ
ん
ご
夫
婦
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
会
い
は
。

Ａ

夫
妻

飲
み
の
席
で
す
。

Ｑ

お
互
い
の
第
１
印
象
は
。

Ａ

夫

よ
く
笑
う
か
わ
い
い
子

妻

ム
キ
ム
キ
マ
ッ
チ
ョ
ゴ
リ
ラ
！

Ｑ

お
互
い
の
好
き
な
（
尊
敬
す
る
）
と
こ
ろ
は
。

Ａ

夫

常
に
前
向
き
な
と
こ
ろ
で
す
。

妻

し
っ
か
り
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

お
二
人
の
思
い
出
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

夫

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
へ
旅
行
に
行
っ
た
事
で
す
。

妻

デ
ィ
ズ
ニ
ー
旅
行
で
す
。

Ｑ

プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

夫

結
婚
し
て
く
だ
さ
い
。

妻

こ
ち
ら
こ
そ
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ

結
婚
式
の
思
い
出
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

夫
妻

友
人
か
ら
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
余
興

で
す
。
２
人
で
上
に
乗
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｑ

新
婚
生
活
の
感
想
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

夫

山
あ
り
谷
あ
り

妻

喧
嘩
す
る
け
ど
そ
れ
以
上
に
幸
せ
で
す
。

今
回
は
、
第
３
施
設
大
隊
第
３
中
隊
に
所
属

す
る
吉
田
貴
紀
（
よ
し
だ

た
か
ゆ
き
）
３
曹

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
陸
曹
教
育
隊
入
校
年
度
は
。

Ａ

京
都
府
亀
岡
市
出
身
、
第
１
３
５
期
、
令
和
元

年
７
月
入
校
で
す
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
は
。

Ａ

陸
曹
と
な
る
目
標
の
達
成
感
、
こ
れ
か
ら
の
不

安
、
緊
張
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。
よ
り
気
を
引
き

締
め
て
教
育
に
臨
む
決
意
を
し
ま
し
た
。

Ｑ

印
象
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
。

Ａ

総
合
訓
練
で
す
。
副
分
隊
長
及
び
組
長
を
実
施

し
て
、
小
部
隊
の
指
揮
官
と
し
て
実
員
指
揮
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
す
。

Ｑ

特
に
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

同
期
の
中
で
一
番
若
く
、
慣
れ
る
ま
で
先
輩
の

方
々
の
前
で
自
分
を
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

知
識
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
陸
曹
と
し
て
の
責

任
感
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
心
境
の
変
化
は

Ａ

上
司
の
意
図
を
理
解
す
る
重
要
性
、
陸
曹
と
し

て
の
責
任
感
、
階
級
の
重
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

後
輩
隊
員
の
育
成
に
全
力
を
注
ぎ
、
施
設
陸
曹

と
し
て
各
種
訓
練
に
お
い
て
経
験
を
積
ん
で
、
被

支
援
部
隊
の
要
求
に
合
致
し
た
施
設
支
援
が
完
遂

で
き
る
施
設
分
隊
長
を
目
指
し
ま
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

楽
な
道
に
流
さ
れ
ず
、
何
事
に
も
挑
戦
し
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

第３偵察隊第３偵察小隊

３等陸曹 前川 卓哉
結貴 さん

今回は、第３通信大隊第２中隊先任上級曹長の落合 長政（おちあい ながまさ）陸曹
長から手放すことの出来ない一本を紹介してもらいます。

私の思い出、手放すことのできない１本は、５年程前に、知り合いのギターショップで
加工作成してもらった「ギブソン レスポール ｊｒ」というギターです。
これは、大好きなジョン レノンが使っていた「Ｐ－９０」という「ピックアップ（弦

振動を拾って電気信号に変換するパーツ）」が一つしか付いてないタイプのギターで、こ
のボディーに穴をあけて「チャーリー クリスチャン ピックアップ」というパーツを無理
矢理付けてもらい、結構な時間とお金をかけたものです。ギターが奏でる何とも言えない
ジャジー（ジャズミュージック）な音の虜になってしまっています。
「これさえあればいい」「これを眺めていたら、ウキウキする」と言った一品に出会え

た時こそ「至福の瞬間」と言いますが、私の場合は、このギターだったのです。皆様にも
是非そんな一品に巡り会って欲しいと思います。

第３通信大隊第２中隊
陸曹長 落合 長政

Ｑ

理
想
の
家
庭
は
。

Ａ

夫

笑
い
の
絶
え
な
い
家
庭

妻

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
家
庭

Ｑ

お
互
い
に
一
言

Ａ

夫

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

妻

妻
と
し
て
母
と
し
て
頑

張
る
ね
。
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マメ

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter facebook

あ第３師団ホームページでは、過去の３師団
だよりや、開催予定イベントの紹介などを逐次
更新しています！
あツイッター、フェイスブックも更新しているの
で、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

３
師
団
だ
よ
り
を
ご
愛
読
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
。
自
衛
隊

大
阪
地
方
協
力
本
部
で
す
。
地
方
協
力
本
部
の
任
務
は
、
自
衛

官
等
の
募
集
に
関
す
る
業
務
、
部
外
と
の
連
絡
や
協
力
、
予
備

自
衛
官
等
に
関
す
る
業
務
、
自
衛
官
の
再
就
職
援
護
に
関
す
る

業
務
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

特
に
、
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部
で
は
、
各
種
広
報
イ
ベ

ン
ト
や
市
街
地
で
の
広
報
活
動
に
加
え
て
、
様
々
な
動
画
を
精

力
的
に
作
成
し
て
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で

配
信
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
人
気
の
あ
る
動
画
は
１
万
回
を
超

え
て
視
聴
い
た
だ
い
て
ま
す
。
是
非
、
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
下

さ
い
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
、
第
３
師
団
所
属
の
皆
さ
ま

か
ら
８
９
２
名
も
の
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
方
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
、
48
名
に
及
ぶ
人
が
自
衛
隊
に
入
隊

し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
も
し
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
方
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
自

衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部
に
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【ＹｏｕＴｕｂｅの動画配信】

【Facebook】【Ｈ Ｐ】 【Twitter】【YouTube】

【大阪地本ロゴ入りの業務車】

近
畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー

【大阪駅前での市街地広報】

最
近
、
会
議
や
普
段
の
会
話
等
に
お
い
て
、
非
常
に
多
く

の
カ
タ
カ
ナ
言
葉
を
耳
に
す
る
と
感
じ
ま
せ
ん
か
。
前
後
の

文
脈
等
か
ら
、
そ
の
意
味
を
何
と
な
く
は
理
解
し
よ
う
と
す

る
の
で
す
が
、
各
々
を
単
語
で
見
る
と
何
が
何
だ
か
さ
っ
ぱ

り
解
ら
な
い
と
い
っ
た
も
の
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
、
筆
者
が
最
近
出
会
っ
た
、
意
味
が
解
ら
ず
思

わ
ず
調
べ
て
し
ま
っ
た
カ
タ
カ
ナ
言
葉
を
、
一
部
で
す
が
紹

介
し
ま
す
。

〇
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」…

議
事
日
程
・
予
定
表

単
に
議
題
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
、
本
来
の
意
味
が
指
し
示
す
通
り
、
項
目
だ
け
で
な
く

時
間
の
概
念
が
あ
る
よ
う
で
す
。
会
議
全
体
の
流
れ
の
把
握

を
容
易
に
し
、
時
間
計
画
や
議
題
の
明
確
化
等
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

〇
「
レ
ジ
ュ
メ
（
レ
ジ
メ
）
」…

要
約
し
た
文
章
・
概
要

ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
混
同
し
そ
う
で
す
が
、
議
題
の
内
容
や
要

点
を
把
握
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
要
約
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

た
資
料
を
指
し
ま
す
。

〇
「
ロ
ー
ン
チ
」…

開
始
す
る
こ
と
。

「
リ
リ
ー
ス
」
「
キ
ッ
ク
オ
フ
」
等
、
類
義
語
が
多
数
存

在
し
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
一
番
聞
き
馴
染
み
が
薄
い
単
語

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ロ
ー
ン
チ
タ
イ
ト
ル
や
サ
ー
ビ
ス

ロ
ー
ン
チ
等
、
名
詞
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
る
例
も
多

く
見
掛
け
ら
れ
ま
す
。

〇
「
オ
フ
レ
コ
」…

オ
フ
・
ザ
・
レ
コ
ー
ド
を
略
し
た
言
葉

直
訳
す
る
と
「
記
録
し
な
い
」
で
あ
り

「
こ
こ
だ
け
の

内
緒
の
話
」
と
い
う
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
発
言
主
体
を
明
示
し
な
い
と
い
う

解
釈
も
あ
り
「
誰
が
言
っ
た
」
と
い
う
部
分
を
除
い
て
情
報

が
公
開
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

〇
カ
タ
カ
ナ
名
詞
い
ろ
い
ろ

「
フ
ァ
ク
ト
」…
事
実
、
「
エ
ビ
デ
ン
ス
」…

証
拠
・
根
拠

「
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
」…

評
判
、
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
」…

敏
感
・
繊
細
、
「
リ
プ
ラ
イ
」…

回
答
・
返
事
、
「
チ
ッ
プ

ス
」…

秘
訣
・
コ
ツ
、
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」…

意
見
・
主
張
、

「
バ
リ
ュ
ー
」…

価
値
・
値
打
ち
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
中
に
は
、
ピ
ン
と
こ
な
い
言
葉
も

あ
り
、
そ
れ
が
原
因
で
互
い
の
認
識
に
齟
齬
が
生
ま
れ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
言
葉
を
知
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
相
手
が
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
い
る
の
か
、

し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
も
同
じ
く
ら
い
大
切
で
す
ね
。

「
カ

タ

カ

ナ

コ
ト

バ
」


